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「お米の流通に関する有識者懇話会」
生産・流通・消費の有識者から多様な意見

6-7面

（AgVenture Lab）

JAアクセラレーター
第7期が成果発表会
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News!

News!

「淡路島産白菜」を使いカレーとシチュー
地産地消推進へレシピ提案、販売PR

兵
庫
県
本
部
と
J
A
淡
路
日
の
出
、J
A
あ
わ
じ
島
は
、兵
庫
県
、

ハ
ウ
ス
食
品
㈱
と
共
同
で
、晩
秋
か
ら
冬
に
か
け
て
旬
を
迎
え
る
白

菜
を
お
い
し
く
味
わ
う「
白
菜
の
甘
み
た
っ
ぷ
り
の
カ
レ
ー
」「
白
菜

た
っ
ぷ
り
シ
チ
ュ
ー
」の
2
つ
の
レ
シ
ピ
提
案
と
販
売
促
進
を
1
月

13
日
か
ら
2
月
28
日
ま
で
展
開
し
て
い
ま
す
。

兵
庫
県
本
部
と
ハ
ウ
ス
食

品
㈱
は
本
年
度
か
ら
、
野
菜
を

た
っ
ぷ
り
と
取
る
こ
と
が
で
き

る
カ
レ
ー
・
シ
チ
ュ
ー
を
通

じ
、
地
産
地
消
の
推
進
と
兵
庫

県
産
食
材
の
消
費
拡
大
を
図
る

活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
第
2
弾
と
し
て
、
兵

庫
県
の
特
産
品
で
あ
る「
淡

路
島
産
白
菜
」を
使
用
し
た
ハ

ウ
ス
食
品
オ
リ
ジ
ナ
ル
レ
シ

ピ「
白
菜
の
甘
み
た
っ
ぷ
り
の

カ
レ
ー
」「
白
菜
た
っ
ぷ
り
シ

チ
ュ
ー
」を
ご
提
案
し
ま
す
。

柔
ら
か
く
て
芯
ま
で
甘
く
、
え

ぐ
み
が
少
な
い
特
徴
の
淡
路
島

産
白
菜
を
使
用
し
た
レ
シ
ピ
の

展
開
と
併
せ
て
関
西
圏
内
の
量

販
店
で
販
売
促
進
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

1
月
14
日
に
は
兵
庫
県
の
齋

藤
元
彦
知
事
が
出
席
し
、
兵
庫

県
本
部
、J
A
淡
路
日
の
出
、

J
A
あ
わ
じ
島
、
ハ
ウ
ス
食

品
㈱
、
兵
庫
県
で
合
同
記
者
発

表
・
試
食
会
を
行
い
ま
し
た
。

J
A
タ
ウ
ン
シ
ョ
ッ
プ「
あ
つ

め
て
、
兵
庫
。」公
式
X
で
は
、

プ
レ
ゼ
ン
ト
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な

ど
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

兵庫県本部

石川佳純さんがJA全農青果センター訪問
冷蔵施設を見学、従業員と食事会で交流 JA全農青果センター㈱

J
A
全
農
青
果
セ
ン
タ
ー
㈱
は
11
月
25
日
、全
農
所
属
で
全
農
オ

フ
ィ
シ
ャ
ル
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
の
石
川
佳
純
さ
ん
の
訪
問
を
受
け
、従

業
員
と
の
交
流
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

今
回
の
訪
問
は
、
全
農
グ

ル
ー
プ
の
一
体
感
を
醸
成
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
、
石
川

佳
純
さ
ん
に
よ
る
グ
ル
ー
プ
会

社
訪
問
の
取
り
組
み
の
一
環
で

す
。J
A
全
農
青
果
セ
ン
タ
ー

で
は
冷
蔵
施
設
を
見
学
後
、
質

問
コ
ー
ナ
ー
や
食
事
会
を
通
じ

て
従
業
員
と
交
流
し
ま
し
た
。

質
問
コ
ー
ナ
ー
で
は
多
く
の

質
問
に
丁
寧
に
回
答
し
、
従
業

員
が
熱
心
に
耳
を
傾
け
る
中
、

石
川
さ
ん
が
普
段
か
ら
食
に
気

を
使
っ
て
い
る
こ
と
や「
世
界

各
国
で
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
を
食

べ
て
き
た
が
、
日
本
の
食
材
の

お
い
し
さ
・
品
質
は
一
番
」と

語
っ
た
場
面
が
印
象
的
で
し

た
。食

事
会
で
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
企

画「
S
M
A
R
T
」
や「
食
卓

の
彩
」の
レ
シ
ピ
6
品
と
旬
の

果
物
を
従
業
員
と
一
緒
に
味
わ

い
、
和
や
か
な
ム
ー
ド
で
交
流

を
深
め
ま
し
た
。

J
A
全
農
青
果
セ
ン
タ
ー

は
今
回
の
交
流
を
励
み
に
、
こ

れ
か
ら
も
国
産
青
果
物
の
価
値

を
発
信
し
続
け
、
農
業
へ
の
貢

献
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

淡路島産白菜とカレーとシチューをPRする（左
から）JA淡路日の出・相坂有俊組合長、JAあわ
じ島・原口和幸組合長、齋藤知事、ハウス食品
大阪支店・鈴木勝也支店長、兵庫県本部・堂
本英之県本部長

淡路島産白菜を使用
したカレーとシチュー

従業員からの質問に答える石川さん

冷蔵施設を見学する様子
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JAグループ全国組織 8 団体が共同で設立した（一社）Ag Venture Lab（あぐラボ）は 11月6日、
「JAアクセラレーター第 7 期」の成果発表会（DEMO DAY）を開催しました。� 【AgVenture Lab】

JAアクセラレーターとは、「食と農、くらしのサステナブルな
未来を共創する」をキャッチコピーに、革新的なアイデアや技
術を持ったスタートアップ企業を募集・選抜。短期間で集中的
に成長支援することで、新ビジネス・サービス開発につなげる
ことを目的としたプログラムです。
第7期は、応募総数189件から採択されたスタートアップ 9
社が対象。半年にわたる農林中金と全農の職員による伴走を
受けながら、JAグループの強みやあぐラボの施設などを活用
して、実証実験やビジネスプランのブラッシュアップを実施しま
した。また、今期も「北海道枠」を設置。同枠に採択された2社

は、ホクレン農業協同組合連合会の職員による伴走も受けなが
ら、北海道での実証実験にも注力しました。
各スタートアップ企業の伴走者は、それぞれの企業がJAグ

ループと協業した場合の好影響についてアピールしました。
全農の尾本英樹代表理事専務は、「JAアクセラレータープ

ログラムは回を重ねるたびにレベルが上がっていると感じる。
全農としても今後は、技術者をJAアクセラのイベントなどに参
加させたい。全農の技術者にもビジネスプランを聞かせてほし
い。研究者の目から見た時感じた時、新しい付加価値が生まれ
るかもしれない」と、今後の取り組みへの期待を述べました。

JAアクセラレーター第７期採択企業（登壇順、※は北海道枠）
発表企業（計９社）

 

 

JAアクセラレーター第７期が成果発表会
農林中金・全農職員が半年間スタートアップを伴走
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県
本
部

だ
よ
り
千葉県本部

な
ケ
ー
ス（
圃
場
）に
対
応
が
可
能
と
な
り

ま
し
た
。

さ
ら
に
本
年
度
は
農
薬
散
布
だ
け
で
な

く
、
夏
場
の
施
設
園
芸
に
お
け
る
高
温
対

策
が
重
労
働
と
な
る
こ
と
か
ら
、
遮
光
・

遮
熱
資
材
塗
布
作
業
の
依
頼
に
も
対
応

し
、
今
後
の
活
用
場
面
の
拡
大
に
つ
な
が

る
取
り
組
み
と
な
り
ま
し
た
。
農
業
者
が

急
速
に
減
少
し
て
い
く
中
、
こ
れ
か
ら
も

J
A
と
と
も
に
地
域
課
題
を
共
有
し
、
生

産
の
維
持
・
拡
大
に
向
け
た
労
働
力
の
確

保
を
進
め
る
と
と
も
に
、
営
農
管
理
ツ
ー

ル
な
ど
の「
ス
マ
ー
ト
農
業
技
術
」や
ド
ロ
ー

ン
に
よ
る
防
除
な
ど
「
ス
マ
ー
ト
農
業
技
術

活
用
サ
ー
ビ
ス
」を
提
案
し
、
千
葉
県
農
業

の
発
展
に
努
め
ま
す
。

持
続
可
能
な
営
農
め
ざ
し
労
働
力
支
援

千
葉
県
本
部
は
、
2
0
2
0
年
度
か
ら

営
農
管
理
シ
ス
テ
ム
「
Z‒
G
I
S
」
を

活
用
し
た
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
農
薬
等
散
布

請
負
に
取
り
組
み
、
22
年
度
に
事
業
化
し

ま
し
た
。
散
布
委
託
先
業
者
と
J 

A
の
橋

渡
し
を
担
い
、
飛
び
地
や
複
雑
な
形
の
圃ほ

場じ
ょ
う、

中
山
間
地
域
に
お
け
る
果
樹
な
ど
の

急
傾
斜
地
な
ど
に
も
対
応
し
て
い
ま
す
。

ド
ロ
ー
ン
活
用
し
農
薬
散
布
な
ど
請
負

企
業
と
連
携
、役
割
分
担
し
効
率
化

千
葉
県
本
部
は
労
働
力
支
援
の
取
り
組

み
と
し
て
、Z
︲
G
I
S
や
x
a
r
v
i
o

（
ザ
ル
ビ
オ
）を
は
じ
め
と
し
た
営
農
管
理

ツ
ー
ル
を
導
入
し
、
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
農
薬

等
散
布
請
負
を
進
め
て
い
ま
す
。

営
農
管
理
ツ
ー
ル
の
活
用
は
、
大
型
機

械
の
導
入
や
圃
場
デ
ー
タ
の
継
承
な
ど
の

土
台
と
な
る
た
め
、ス
マ
ー
ト
農
業
を
進
め

る
上
で
重
要
で
す
。
ま
た
、
ド
ロ
ー
ン
に
よ

る
農
薬
な
ど
の
散
布
は
、
従
来
の
散
布
方

法
に
比
べ
て
労
力
や
作
業
時
間
の
削
減
に

つ
な
が
り
ま
す
。

当
初
は
県
本
部
に
よ
る
ド
ロ
ー
ン
オ
ペ

レ
ー
タ
ー
の
養
成
、
作
業
請
負
な
ど
も
検

討
し
ま
し
た
が
、
最
終
的
に
散
布
委
託

先
業
者
の
ド
ロ
ー
ン
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル

サ
ー
ビ
ス
㈱
（
以
下
、D
P
S
社
）に
外
部

委
託
す
る
こ
と
で
、
県
本
部
と
企
業
で
役

割
分
担
し
業
務
効
率
化
に
つ
な
げ
ま
し
た
。

県
本
部
が
D
P
S
社
と
J
A
の
間
に
入

り
、
散
布
予
定
日
の
調
整
、Z
︲
G
I
S

デ
ー
タ
の
取
り
ま
と
め
、
受
発
注
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。

「
Z‒

G
I
S
」
を
活
用
し

圃
場
の
情
報
管
理

こ
の
中
で
も
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て

い
る
の
が
、Z
︲
G
I
S
を
介
し
た
圃
場

情
報
の
管
理
で
す
。J
A
が
ド
ロ
ー
ン
防
除

計
画
時
に
Z
︲
G
I
S
で
圃
場
を
登
録

急傾斜地にも対応する
ビワ圃場での実演会

2025年度の実施面積は、水稲362
㌶（防除、直

ちょく

播
は

など）、小麦 94㌶、
大豆19㌶、果樹 4㌶（ビワなど）、
野菜 84㌶（サトイモなど）、遮光資
材他 6㌶となりました。

�

※
事
業
ス
キ
ー
ム
図
は
W
E
B
版
を
ご
覧
く
だ
さ
い

し
、
ク
ラ
ウ
ド
上
で
圃
場
情
報
を
県
本
部

お
よ
び
D
P
S
社
と
共
有
し
て
い
ま
す
。

散
布
当
日
は
、Z
︲
G
I
S
上
に
登
録
さ

れ
た
位
置
情
報
を
も
と
に
、
散
布
委
託
先

業
者
が
現
地
圃
場
へ
出
向
き
、
2
人
体
制

で
散
布
を
行
い
ま
す
。
そ
の
た
め
J
A
・

生
産
者
の
立
ち
合
い
が
不
要
で
あ
る
こ
と

も
特
徴
の
一
つ
で
、
作
業
負
担
の
軽
減
に
つ

な
が
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
Z
︲
G
I
S
の
活
用
に
よ
っ
て

情
報
を
「
見
え
る
化
」し
た
こ
と
で
、
営
農

指
導
と
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
省
力
的
散
布
を

実
現
し
ま
し
た
。
ド
ロ
ー
ン
を
活
用
す
る

こ
と
で
、
飛
び
地
や
複
雑
な
形
の
圃
場
、

中
山
間
地
域
に
お
け
る
果
樹
な
ど
、
従
来

の
産
業
用
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー（
無
人
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
）に
よ
る
散
布
が
難
し
い
、
さ
ま
ざ
ま

（上）ドローンによる施設（ハウス）
への遮光・遮熱資材の塗
布作業は、今後さらなる活
用が期待されます

（下）ニンジン圃場における高温
対策に係わる葉面散布

 

 

 

これまでの取り組み実績
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県
本
部

だ
よ
り
千葉県本部

JA赤城たちばな
（群馬県）

概要 2025年2月28日現在

正組合員数            1754人
准組合員数            　　1457人
職員数                     81人
販売品取扱高 　   　50億8千万円
購買品取扱高 　     17億1千万円
貯金残高         　334億1千万円
長期共済保有高     802億1千万円
主な農畜産物� キャベツ、ホウレンソウ、

ネギ、ブロッコリーなど

予
冷
庫
の
増
設
に
伴
う
、
加

工
キ
ャ
ベ
ツ
、レ
タ
ス
の
既
存
生

産
者
の
作
付
面
積
の
拡
大
や
新

規
生
産
者
の
増
加
で
、さ
ら
な
る

出
荷
量
と
販
売
高
の
増
加
が
見

込
め
ま
す
。

農
業
現
場
を

農
業
現
場
を
D
X
D
X
化化

作
業
性
を
向
上

作
業
性
を
向
上

ま
た
、
新
た
な
取
り
組
み
と

し
て
2
0
2
4
年
7
月
、
農
業

現
場
の
D
X
化
を
図
ろ
う
と

「
n
i
m
a
r
u
」を
導
入
し
ま

し
た
。
利
用
者
は
ス
マ
ホ
ア
プ

リ
の
L
I
N
E
を
使
っ
て
簡

単
に
登
録
で
き
、
出
荷
報
告
や

販
売
市
場
な
ど
と
の
デ
ー
タ
連

携
、
会
議
開
催
や
市
況
報
告
な

ど
の
通
知
の
や
り
と
り
が
可

能
で
す
。
ま
た
、
ア
ン
ケ
ー
ト

機
能
を
使
う
こ
と
で
、
そ
の
日

の
出
荷
者
の
把
握
、
会
議
の
出

管
し
な
い
と
品
質
が
悪
く
な
る

た
め
、出
荷
者
や
市
場
等
契
約
者

か
ら
予
冷
庫
増
設
の
要
望
が
あ

り
ま
し
た
。

群
馬
県
の
J
A
赤
城
た
ち
ば

な
は
、渋
川
市
の
赤
城
町
、北
橘

町
に
位
置
し
、1
9
9
9
年
に

3
J
A
が
合
併
し
誕
生
し
ま
し

た
。キ
ャ
ベ
ツ
、ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
、

ネ
ギ
な
ど
の
生
産
が
盛
ん
で
す
。

集
出
荷
貯
蔵
施
設
増
設
で

集
出
荷
貯
蔵
施
設
増
設
で

出
荷
量
・販
売
高
の
増
加
へ

出
荷
量
・販
売
高
の
増
加
へ

特
に
近
年
は
、
加
工
用
キ
ャ

ベ
ツ
、レ
タ
ス
の
出
荷
量
と
販
売

高
が
増
加
し
、既
存
の
予
冷
庫
の

容
量
を
超
え
て
い
ま
し
た
。そ
こ

で
予
冷
庫
の
増
設
が
計
画
さ
れ
、

2
0
2
3
年
12
月
に
新
た
に
横

野
集
出
荷
貯
蔵
施
設
が
完
成
し

ま
し
た
。

施
設
面
積
は
4
1
0
平
方

㍍
、
予
冷
庫
面
積
は
2
2
5
平

方
㍍
で
、1
2
0
パ
レ
ッ
ト
の
搬
入

が
可
能
で
す
。加
工
用
キ
ャ
ベ
ツ

は
、低
温
期
で
も
予
冷
庫
内
で
保

欠
を
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

導
入
時
は
レ
タ
ス
、
ト
マ
ト
、

ミ
ニ
ト
マ
ト
の
3
品
目
で
、
18

人
が
試
験
的
な
利
用
か
ら
開
始

し
ま
し
た
。
現
在
は
1
5
0
人

が
利
用
し
て
い
ま
す
。当
初
は
県

内
5
J
A
で
試
験
的
に
導
入
さ

れ
、J
A
赤
城
た
ち
ば
な
が
先

行
し
て
利
用
を
開
始
。2
0
2
4

年
8
月
に
は
県
内
J
A
が
集
ま

り
視
察
研
修
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。ス
マ
ホ
荷
受
け
に
よ
る
作
業

性
の
向
上
、担
当
者
不
在
で
も
市

況
報
告
が
途
絶
え
な
い
と
好
評

で
す
。

こ
れ
か
ら
も
よ
り
円
滑
な
流

通
体
制
の
構
築
を
行
い
、農
業
者

所
得
の
増
大
を
目
指
し
ま
す
。

栃木県群馬県

長野県

円
滑
な
流
通
体
制
を
構
築
し

円
滑
な
流
通
体
制
を
構
築
し

農
業
者
所
得
の
増
大
め
ざ
す

農
業
者
所
得
の
増
大
め
ざ
す

「nimaru」を使用した荷受け

「nimaru」視察研修会

増設した貯蔵施設

5
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J
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ズ
ー
ム
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ン
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JA Zennoh W
eekly

特
　  

集

（左から）全農の金森正幸常務理事、桑田義文代表
理事理事長、農学者の佐藤さん、大津さん、佛田さん、
米利休さん

登
壇
者（
有
識
者
）の
紹
介
・
コ
メ
ン
ト 

大
津
愛
梨
氏

（
米
農
家
／
N
P
O
法
人
田
舎
の

　
ヒ
ロ
イ
ン
ズ
理
事
長
）

南
阿
蘇
の
景
観
に
魅
せ
ら
れ
て

就
農
し
、
家
族
で
O
2
F
a
r
m

を
運
営
。
水
田
・
牧
草
地
・
あ
か

牛
を
組
み
合
わ
せ
た
環
境
保
全
型

の
循
環
農
業
を
実
践
し
、
世
界
農

業
遺
産
の
草
原
管
理
も
継
承
し
て

い
ま
す
。

観
光
と
の
連
携
で
移
住
者
が
増

え
地
域
活
性
化
に
貢
献
す
る
一

方
、
棚
田
保
全
や
小
水
力
発
電
な

ど
制
度
・
費
用
の
課
題
が
残
り
ま

す
。
生
態
系
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
や
近

自
然
工
法
を
進
め
、
景
観
・
生
物

多
様
性
・
地
域
循
環
を
統
合
し
た

持
続
可
能
な
農
業
モ
デ
ル
の
発
信

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

佛
田
利
弘
氏

（
㈱
ぶ
っ
た
農
産
代
表
取
締
役
会
長
）

1
9
8
8
年
に
農
業
法
人
を

設
立
し
、
か
ぶ
ら
寿ず

司し

な
ど
の
加

工
を
含
む
6
次
産
業
化
を
展
開
。

昨
年
は
息
子
へ
経
営
を
継
承
し
、

「E
m

pow
ering the R

egion

」

を
掲
げ
地
域
密
着
を
強
化
し
て
い

ま
す
。

34
㌶
で
特
別
栽
培
米
を
生
産

し
、
価
格
改
定
後
も
固
定
顧
客
を

維
持
し
つ
つ
、
肥
料
・
農
薬
削
減

を
進
め
て
い
ま
す
。
今
後
は
仕
組
み

と
し
て
継
承
で
き
る
経
営
へ
の
転
換

や
外
部
連
携
に
よ
る
技
術
開
発
、

G
H
G（
温
室
効
果
ガ
ス
）削
減
型

栽
培
の
確
立
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

地
域
全
体
で
の
価
値
創
出
が
重
要

で
、
農
協
と
全
農
に
は
共
創
型
の

連
携
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

米こ
め
の

利り
き
ゅ
う休

氏

（
米
農
家
／
利
休
宝
園
代
表
）

祖
父
の
離
農
を
機
に
就
農
し
、
S

N
S
発
信
で
自
家
米
の
高
付
加
価
値

販
売
に
成
功
。反
響
を
得
て
法
人
H

I
R
R
を
設
立
し
33
㌶
を
耕
作
、

予
約
販
売
4
時
間
で
3
0
0
0
万

円
超
の
売
り
上
げ
を
達
成
し
ま
し
た
。

  

一
方
、
高
齢
化
に
よ
る
離
農
増

加
で
農
地
の
引
き
受
け
が
拡
大

し
、
収
量
減
や
労
働
負
担
な
ど
現

場
の
厳
し
さ
を
痛
感
し
て
い
ま
す
。

農
業
の
魅
力
を
発
信
し
若
手
参
入

を
促
す
存
在
を
目
指
し
つ
つ
、
定

着
の
た
め
の
環
境
整
備
が
課
題
で

す
。
農
協
・
全
農
に
は
多
様
な
経

営
体
と
利
益
を
共
有
で
き
る
柔
軟

な
連
携
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

お米の流通に関する有識者懇話会全体を通してのコメント

全
農
は
、
昨
今
の
お
米
を
め
ぐ
る
環
境
の
変
化
を
踏
ま
え
、

さ
ま
ざ
ま
な
立
場
の
皆
さ
ま
の
ご
意
見
に
真し
ん

摯し

に
耳
を
傾
け
、

生
産
者
と
消
費
者
の
相
互
理
解
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。
第
1

回
は「
生
産
者
に
聴
く
」、
第
2
回
は「
流
通
関
係
者
・
消
費
者

に
聴
く
」、
第
3
回
は
「
研
究
者
・
情
報
発
信
者
に
聴
く
」

を
テ
ー
マ
に
実
施
し
ま
し
た
。

【
米
穀
部
、
広
報
・
調
査
部
】

第1回

日
程
2
0
2
5
年
10
月
28
日

場
所
J
A
ビ
ル（
東
京
都
千
代
田
区
）

生
産
者

生
産
者
にに
聴
く
聴
く

生
産
・
流
通
・
消
費
の

有
識
者
か
ら
多
様
な
意
見

全農は持続可能な米作りの
展望と課題を探るため、「お米
の流通に関する有識者懇話
会」を開催します。米不足とそ

れに伴う備蓄米の放出、作況指数廃止など情勢が急変する中、生
産・流通・消費のあり方を多様な視点で議論いただき、生産者と
消費者の距離を少しでも縮めていければと考えています。結論を急
がず、米文化と安定供給の未来を考える場となれば幸いです。

全農　

桑田義文
代表理事理事長

米価だけでなく、米食文化
や稲作の歴史を再考する必要
があります。田んぼは森から水
とミネラルを受け、海へ流し魚

食文化を育みます。水田の衰退は魚不足にも影響するため、多面
的機能を持つ田んぼの価値を強調したいです。日本は水制御に苦
労し、技術を積み重ねてきた歴史があります。こうした知識と文化
を踏まえ、幅広い視点で米の問題を考えることが重要です。

の
流
通
に
関
す
る
有
識
者
懇
話
会

ファシリテーター

佐藤洋一郎氏
（農学者／総合地球環境学
研究所 名誉教授）
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（上）意見を述べる有識者（下）コメントをする桑田理事長

登
壇
者（
有
識
者
）の
紹
介
・
コ
メ
ン
ト 

渡
辺
努
氏

（
東
京
大
学
大
学
院 

経
済
学
研
究
科 

 

名
誉
教
授
）

日
本
の
米
価
高
騰
は
、
長
期
デ

フ
レ
か
ら
イ
ン
フ
レ
へ
の
転
換
期
に

起
き
た
需
要
急
増
が
主
因
で
す
。

特
に
24
年
夏
は
大
規
模
地
震
へ

の
不
安
か
ら
買
い
だ
め
が
発
生
し
、

在
庫
切
れ
が
拡
大
し
ま
し
た
。
店

側
は
フ
ェ
ア
ネ
ス
規
範
か
ら
値
上

げ
を
避
け
、
需
給
調
整
が
働
か
ず

混
乱
が
深
ま
り
ま
し
た
。
今
後
は

安
定
供
給
へ
の
明
確
な
発
信
と
、

非
常
時
の
価
格
ル
ー
ル
の
整
備
が

重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

柏
木
智
帆
氏

（
お
米
ラ
イ
タ
ー
／
米
・
食
味
鑑
定
士
）

令
和
の
米
騒
動
は
米
価
高
騰
と

品
薄
で
不
安
を
招
く
一
方
、
米
の

価
値
を
再
認
識
す
る
契
機
と
な
り

ま
し
た
。
日
本
米
の
特
性
や
和
食

文
化
の
重
要
性
が
見
直
さ
れ
、
小

学
校
で
の
完
全
米
飯
給
食
な
ど
食

習
慣
改
善
の
取
り
組
み
も
進
み
ま

す
。
米
消
費
減
少
と
離
農
は
食
文

化
に
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

供
給
と
需
要
拡
大
を
一
体
で
推
進

し
、
安
定
供
給
と
食
料
安
保
に
資

す
る
取
り
組
み
が
不
可
欠
で
す
。

関
谷
直
也
氏

（
東
京
大
学
大
学
院 

情
報
学
環
総
合
防

 

災
情
報
研
究
セ
ン
タ
ー
長
・
教
授
）

米
騒
動
の
背
景
に
は
、
異
常
気

象
に
よ
る
供
給
不
足
だ
け
で
な

く
、
不
安
心
理
が
連
鎖
し
て
需
要

の
急
拡
大
を
招
い
た
「
予
言
の
自

己
成
就
」が
働
い
た
こ
と
が
挙
げ

ら
れ
ま
す
。
ス
ー
パ
ー
等
の
棚
の

空
白
や
S
N
S
が
不
安
を
増
幅

し
、買
い
だ
め
が
加
速
し
ま
し
た
。

根
底
に
は
米
の
流
通
構
造
や
米

生
産
に
対
す
る
社
会
の
理
解
不

足
が
あ
り
ま
す
。可
視
化
と
正
確

な
情
報
発
信
が
パ
ニ
ッ
ク
回
避
に

不
可
欠
で
す
。

篠
原
信
氏

（
国
立
農
業
系
研
究
機
関 

所
属
）

私
は
米
騒
動
を
、
貧
困
に
よ
る

食
行
動
の
変
化
や
農
業
の
脆
弱
性

か
ら
捉
え
て
い
ま
す
。日
本
は
石
油

依
存
型
農
業
の
た
め
自
給
力
が
極

め
て
低
く
、
中
山
間
地
の
耕
作
放

棄
も
深
刻
で
す
。
地
域
社
会
の
維

持
の
た
め
に
は
農
家
を
増
や
す
だ

け
で
な
く
、
非
農
家
人
口
を
増
や

す
こ
と
が
重
要
で
す
。
准
組
合
員

の
役
割
強
化
や
企
業
・
団
体
の
地

方
移
転
な
ど
、多
様
な
人
が
農
村

に
暮
ら
せ
る
仕
組
み
づ
く
り
が
食

料
安
全
保
障
の
鍵
と
な
り
ま
す
。

登
壇
者（
有
識
者
）の
紹
介
・
コ
メ
ン
ト 

秋
元
里
奈
氏

（
㈱
ビ
ビ
ッ
ド
ガ
ー
デ
ン
代
表
取
締

 

役
社
長
）

2
0
1
6
年
に
創
業
し
、
生
産

者
が
直
接
消
費
者
に
販
売
で
き
る

日
本
最
大
級
の
産
直
E
C
で
あ

る
食
べ
チ
ョ
ク
を
運
営
。
登
録
会

員
1
2
0
万
人
、
生
産
者
1
万

2
0
0
0
人
を
抱
え
、
米
や
野
菜

な
ど
多
様
な
商
品
を
扱
っ
て
い
ま

す
。
中
小
規
模
農
家
の
販
路
拡
大

と
高
付
加
価
値
販
売
を
支
援
し
、

米
価
高
騰
で
登
録
数
は
4
倍
に
増

加
し
て
い
ま
す
。
課
題
は
デ
ジ
タ
ル

リ
テ
ラ
シ
ー
向
上
と
物
流
コ
ス
ト

削
減
で
あ
り
、
業
界
連
携
や
地
方

活
性
化
を
通
じ
て
持
続
可
能
な
農

業
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

熊
﨑
伸
氏

（
コ
ー
プ
デ
リ
生
活
協
同
組
合
連
合
会
　

 

代
表
理
事
理
事
長
）

コ
ー
プ
デ
リ
は
1
都
7
県
で

5
5
0
万
人
の
組
合
員
を
持
つ
生

協
連
合
で
、
宅
配
と
店
舗
を
通
じ

生
産
者
と
消
費
者
を
つ
な
い
で
い

ま
す
。
米
需
給
逼ひ

っ

迫ぱ
く

時
に
は
販
売

制
限
や
抽
選
販
売
を
余
儀
な
く
さ

れ
、
安
定
供
給
の
重
要
性
を
痛
感

し
ま
し
た
。

産
直
や
環
境
保
全
に
取
り
組

み
、
佐
渡
ト
キ
応
援
米
や
耕
畜
連

携
な
ど
で
食
料
自
給
率
向
上
に
貢

献
し
ま
す
。
田
ん
ぼ
は
食
料
・
環

境
・
文
化
を
支
え
る
社
会
共
通
資

産
で
あ
り
、
協
同
組
合
間
連
携
や

環
境
配
慮
型
米
の
価
値
可
視
化
な

ど
を
提
案
し
、
米
文
化
を
未
来
へ

継
承
す
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

秋
葉
弘
道
氏

（
㈱
ア
キ
ダ
イ
代
表
取
締
役
社
長
）

創
業
34
年
の
小
売
業
者
と
し
て

米
騒
動
を
2
度
経
験
し
、
米
の
重

要
性
を
痛
感
し
て
い
ま
す
。
近
年

は
災
害
不
安
で
備
蓄
需
要
が
急
増

し
、
米
不
足
も
発
生
。
消
費
者
は

価
格
に
敏
感
で
す
が
、
過
度
な
安

売
り
は
生
産
者
を
圧
迫
し
、
高
騰

は
米
離
れ
を
招
く
た
め
適
正
価
格

維
持
が
不
可
欠
で
す
。
肥
料
・
燃

料
高
騰
対
策
と
安
定
供
給
体
制
の

構
築
が
急
務
で
あ
り
、
国
産
米
を

守
る
制
度
整
備
を
望
み
ま
す
。

第2回

日
程
2
0
2
5
年
11
月
26
日

場
所
ベ
ル
サ
ー
ル
八
重
洲

（
東
京
都
中
央
区
）

第3回

日
程
2
0
2
5
年
12
月
23
日

場
所
J
A
ビ
ル（
東
京
都
千
代
田
区
）

研
究
者
・
情
報
発
信
者

研
究
者
・
情
報
発
信
者
にに
聴
く
聴
く

流
通
関
係
者
・
消
費
者

流
通
関
係
者
・
消
費
者
にに
聴
く
聴
く

（上）活発な議論が行われた
（下）プレゼンをする渡辺氏
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「持続可能な食と農」の実現を目指すコンソーシアムです。「持続可能な食と農」の実現を目指すコンソーシアムです。
今回のセミナーでは、本所耕種総合対策部からＪＡグループ今回のセミナーでは、本所耕種総合対策部からＪＡグループ

が進める環境調和型農業の取り組みを報告し、福島県本部かが進める環境調和型農業の取り組みを報告し、福島県本部か
ら「みえるらべる」取得支援の事例を紹介しました。この取り組ら「みえるらべる」取得支援の事例を紹介しました。この取り組

みでは、「みえるらべる」申請の事務負担を軽減するため、全みでは、「みえるらべる」申請の事務負担を軽減するため、全
農が開発した「担い手サポートシステム」が活用されています。農が開発した「担い手サポートシステム」が活用されています。
全農は今後も流通事業者や販売先、行政との連携を強化全農は今後も流通事業者や販売先、行政との連携を強化

し、「みえるらべる」などによる産地の情報発信を通じて、環し、「みえるらべる」などによる産地の情報発信を通じて、環
境調和型農業の取り組み拡大を目指します。境調和型農業の取り組み拡大を目指します。

「
メ
イ
ト
ー
×
ニ
ッ
ポ
ン
エ
ー
ル 

茨
城
産
メ
ロ
ン
ラ
テ
」

みどりGXラボの講演で、持続可能な農業を後押しみどりGXラボの講演で、持続可能な農業を後押し

同商品は、茨城産メロンの程よい甘さが味わえる乳飲料です。商品に使用する
茨城県産アンデスメロンは、通常品と味は同じであるにもかかわらず、皮の傷や形
が不ぞろいなどの理由で、市場に出回らない果実を使用しており、生産者支援と食
品ロス削減に貢献しています。
全農は、国産農畜産物の消費拡大や生産振興に向けて、今後も「ニッポンエー
ル」の取り組みを全国の産地・品目に拡大していきます。
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